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誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

高
齢
者
虐
待

　

身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
経

済
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
介
護
の
放

棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
な
ど

犯
罪
被
害
、
消
費
者
被
害
等

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
悪
徳
商
法
の

被
害
、
財
産
管
理
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
様
々
な
犯
罪
や
消
費
者
被
害
等

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

認
知
症
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
や
偏
見

　

認
知
症
は
、
脳
の
病
気
が
原
因
で

起
こ
る
。
記
録
障
が
い
な
ど
様
々
な

症
状
が
現
れ
る
が
、「
何
も
わ
か
ら

な
く
な
る
」「
何
も
で
き
な
く
な
る
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
最
も
不
安

や
苦
し
み
を
感
じ
て
い
る
の
は
本
人

で
あ
り
、
本
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？

国
際
的
な
取
り
組
み

高
齢
者
の
た
め
の
国
連
原
則

（
国
連
総
会
で
の
採
択　

１
９
９
１
）

　

世
界
的
に
進
む
高
齢
化
に
よ
り
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
「
高
齢
者
の

人
権
」
を
保
障
す
る
た
め
、
５
つ
の

基
本
原
則
と
18
の
原
則
を
示
し
、
各

国
政
府
が
自
国
の
計
画
に
、
こ
の
原

則
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
奨
励
さ

れ
た
。

　

５
つ
の
基
本
原
則

　
「
自
立
」「
参
加
」「
ケ
ア
」

　
「
自
己
実
現
」「
尊
厳
」

日
本
の
取
り
組
み

〜
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
地
域
社
会
と

の
共
生
を
目
指
し
て
〜

高
齢
者
社
会
対
策
基
本
法
（
１
９
９
５
）

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
生
き
が
い
を
持
っ

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
制
定
さ
れ
た
。

高
齢
者
社
会
対
策
大
綱
（
２
０
０
１
）

　

就
業
・
所
得
、
健
康
・
福
祉
、
学
習
・

社
会
参
加
、
生
活
環
境
な
ど
総
合
的

な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

〜
高
齢
者
の
権
利
保
障
を
め
ざ
し
て
〜

介
護
保
険
法
（
１
９
９
７
、２
０
０
５

改
正
、
２
０
０
８
改
正
、
２
０
１
１
改
正
）

　

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支

え
合
う
仕
組
み
（
介
護
保
険
）
を
定

め
る
。
単
な
る
身
の
周
り
の
世
話
で

な
く
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る

こ
と
を
理
念
と
す
る
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
（
２
０
０
６
）

　

高
齢
者
を
虐
待
か
ら
保
護
す
る
た

め
の
対
策
や
養
護
者
を
支
援
す
る
た

め
の
対
策
を
定
め
高
齢
者
虐
待
防

止
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
目
的
と

し
て
い
る
。

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

　

急
速
な
高
齢
化
等
の
進
行
等
に
対

応
し
、
高
年
齢
者
の
安
定
し
た
雇
用

の
確
保
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は
？

　

高
齢
者
に
対
す
る
決
め
付
け
た
考

え
方
や
接
し
方
を
せ
ず
に
、
高
齢
者

自
身
の
意
欲
や
能
力
を
尊
重
し
ま

し
ょ
う
。

　

介
護
を
受
け
る
人
と
、
介
護
を
す

る
人
の
く
ら
し
や
人
権
を
守
る
た
め
、

社
会
全
体
で
介
護
を
担
う
意
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
高
齢
で

あ
っ
て
も
、
働
い
た
り
地
域
活
動
等
に

参
加
し
た
り
す
る
方
も
多
く
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
も
様
々
で
す
。

　
「
年
寄
り
な
ん
だ
か
ら
」「
年
寄
り
の

く
せ
に
」
と
い
う
決
め
付
け
は
、
差
別

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
齢
に
伴
う
衰
え
は
、
誰
も

が
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
こ
う
し
た
高
齢
者
を

疎
外
し
た
り
、
蔑
視
し
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

誰
も
が
最
後
ま
で
人
と
し
て
の
尊
厳

を
全
う
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
考
え
方

が
尊
重
さ
れ
る
家
庭
、
地
域
、
職
場
等

を
増
や
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

熊
本
県
人
権
同
和
対
策
課

　
　
　

人
権
研
修
テ
キ
ス
ト　

抜
粋

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
〒861-3513 熊本県上益城郡山都町下市１５８　舛田 安代

『小ヶ蔵女性部作品展』
出展者：小ヶ蔵女性部

　　　期間：平成27年12月１日（火）
　　　　　　　　　～12月27日（日）午前まで
小ヶ蔵女性部（９名）の一年間の総括作品展示、ソープフラワーアレ
ンジメントや卵殻アート（花絵）、香りのする日本人形など、クリス
マスリースも多々有り。約 30点程展示します。

編 集 後 記
　２０１５年も残すところ１ヶ月をきりました！
１年は本当にあっという間ですね。4 月から広
報やまとの担当になり７ヶ月ですが、振り返っ
てみると広報担当で何ができたのか自問自答を
してしまいます。そんな気持ちになったのも先
日、広報担当者の研修がありまして、講師の方
が「まちのストーリーテラーになろう。」とおっ
しゃったんです。広報担当者から発信して住民
の方々の「まち」への思いや思うことを共有す
るというお話でした。
　まずは１ページでも１つの内容でもいいの
で、喜んでもらえる広報やまとをめざしていき
たいです。（椎木）

山都町の人口
〔平成 27年 11月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，７９７人

８，３８７人

１６，１８４人

６，６６０戸

（－１５）

（－１２）

（－２７）

（－１１）

※（　）は前月比

※最高齢は 106歳〔女性１人〕

※平成 27年 11月の出生者数　4人

※平成 27年 11月の死亡者数 23 人

佐
野
八
重
子
さ
ん
（
川
口
）
作

交
通
標
語

畑
野 

フ
ミ
ヨ

兼
瀬 　

哲
治

岩
永 　

周
子

本
田 　

七
郎

草
樹 　
　

萌

岩
村 

ヨ
シ
子

小
野 　

紀
子

今
村 　

芳
子

木
下 

ス
エ
オ

村
上 　

園
江

田
中 

か
つ
み

菊
池 　

幸
子

渡
邊　

 

民
生

佐
藤　

 　

学

兼
瀬 　

哲
治

ミ
ヨ

哲
治

岩
永

周
子

田

七
郎

草

萌

岩
村
ヨ
シ
子

小

紀
子

今
村

芳
子

下

エ
オ

園
江

か
つ
み

菊
池

幸
子

邊

民
生学

哲
治

お
と
う
さ
ん　

の
ん
だ
ら　

む
か
え
に　

い
く
か
ら
ね
。

く
ろ
田　

あ
ゆ
（
中
島
小
学
校
２
年
）

お
か
え
り
と
無
事
故
を
迎
え
る　

笑
顔
の
家
族

井
手　

文
雄
（
一
般
）

高
齢
者
の
人
権

　

年
齢
だ
け
で
「
高
齢
者
は
こ
う
あ
る
べ
き
…
」
と
、
決
め
付
け

た
考
え
方
や
特
別
扱
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
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